平成24年度総合演習Ⅰ（ディベート）授業報告　－学士力と社会人基礎力の育成にむけてー by 音成 陽子 et al.
１. はじめに
中村学園大学流通科学部では､ 平成年度よ
りキャリア開発科目として ｢総合演習Ｉ (ディ
ベート)｣ が開講されている｡ 大学生が身につ
けるべき能力として文部科学省が ｢学士力｣ を､
経済産業省が ｢社会人基礎力｣ を提唱している｡
そこで､ 本学部においても初年次教育及び教
養教育と専門教育との接続という観点から､
流通科学部の学生に必要な ｢学士力｣ ｢社会人
基礎力｣ 向上を目指した学生参加型授業を実施
した｡
１) 学士力
文部科学省が年に学士力を提唱した背景
として､ 以下の点があげられる｡ それぞれの
項目に応じた具体的な能力は中央教育審議会
｢学士課程教育の構築に向けて (答申) 専攻分
野を通じて培う学士力－学士課程共通の学習成
果に関する参考指針－｣ をもとに表に記した｡
①学問の基本的な知識を獲得するだけでなく､
知識の活用能力や創造性､ 生涯を通じて学
び続ける基礎的な能力の重視｡
②知識・能力等の証明である学位の透明性､
同等性｡
③個人の学習や訓練の履歴､ 知識・能力等を
証明するシステムの必要性｡
④職業人としての基礎能力の育成｡
２) 社会人基礎力
年から経済産業省が提唱している ｢社会
人基礎力｣ とは､ ｢前に踏み出す力｣､ ｢考え抜
く力｣､ ｢チームで働く力｣ のつの能力との
能力要素 (表) から構成されており､ ｢職場
や地域社会で多様な人々と仕事をしていくため
に必要な基礎的な力｣ のことである｡
２. 授業の概要
１) 授業の目的
現在､ 社会の様々な場面において ｢思考力｣
が求められている｡ ｢思考力｣ とは､ 問題を発
見し､ その問題に関する情報を的確に収集・分
析し､ 論理的思考を通して､ 問題の解決を行う
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(概 要)
本稿は､ 中村学園大学流通科学部において平成年度に実施された総合演習	(ディベート)
の授業報告である｡ まず､ 本授業の実施に関わる背景を示し､ 次に､ 授業の概要 (目的・目標・
三角ロジック)､ 各回の授業の内容､ 授業の課題を述べた｡ 次年度の授業実施に向けての検討資
料として報告するものである｡
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表１ 学士力
１. 知識・理解
専攻する特定の学問分野における基本的な知識を体系的に理解するとともに, その知識体系の
意味と自己の存在を歴史・社会・自然と関連付けて理解する｡
() 多文化・異文化に関する知識の理解
() 人類の文化, 社会と自然に関する知識の理解
２. 汎用的技能
知的活動でも職業生活や社会生活でも必要な技能
() コミュニケーション・スキル
日本語と特定の外国語を用いて, 読み, 書き, 聞き, 話すことができる｡
() 数量的スキル
自然や社会的事象について, シンボルを活用して分析し, 理解し, 表現することができる｡
() 情報リテラシー
情報通信技術 (	) を用いて, 多様な情報を収集・分析して適正に判断し, モラルに則っ
て効果的に活用することができる｡
() 論理的思考力
情報や知識を複眼的, 論理的に分析し, 表現できる｡
(
) 問題解決力
問題を発見し, 解決に必要な情報を収集・分析・整理し, その問題を確実に解決できる｡
３. 態度・志向性
() 自己管理力
自らを律して行動できる｡
() チームワーク, リーダーシップ
他者と協調・協働して行動できる｡ また, 他者に方向性を示し, 目標の実現のために動員で
きる｡
() 倫理観
自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる｡
() 市民としての社会的責任
社会の一員としての意識を持ち, 義務と権利を適正に行使しつつ, 社会の発展のために積極
的に関与できる｡
(
) 生涯学習力
卒業後も自律・自立して学習できる｡
４. 統合的な学習経験と創造的思考力
これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し, 自らが立てた新たな課題にそれら
を適用し, その課題を解決する能力
能力である｡ この授業では､ キャリアを形成す
るのに必要となる思考力を､ ディベート演習を
通して育成することを目的とする｡
２) 到達目標
() 専門性の高い資料や情報を収集できる
() 上記の資料や情報を分析できる
() 収集した情報を基に論理的で説得力のあ
る文章を構成できる
() 取り上げたテーマに関して分かりやすく
発表できる
() 質問に対して､ 適切な回答ができる
() 他グループの発表内容を理解し､ 質問で
きる
３) 流通科学に関する知識の応用力の育成と三
角ロジックの学習
本授業では､ ①流通科学部の学生が現在学習
している流通に関わる科目の受講を通して得た
知識を現実の流通場面に応用すること､ ②上記
到達目標()に関わる論理的思考力の獲得を目
指している｡ 論理的思考力の獲得のために､ 力
を入れているのが ｢三角ロジック｣ の学習であ
る｡ 三角ロジックは､ ｢事実｣､ ｢論拠｣､ ｢主張｣
のつから構成されている｡ 三角ロジックの獲
得は､ 論理的な文章の作成､ 論理的な意見の表
明､ 説明､ 説得に不可欠なものである｡ 相手を
説得できる論理とは､ ｢事実｣､ ｢主張｣､ ｢論拠｣
が三つ揃ったかたちになっていることが必要と
される｡
() 事実とは
実例・統計などの客観的なデータを指す｡
｢主張｣ の原因・理由として示されるので､ ｢事
実｣ と ｢主張｣ は ｢事実なので､ 主張である｣
というかたちでつなぐことができる｡
() 主張とは
｢事実｣ から導き出された､ 意見・解釈である｡
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表２ 社会人基礎力
１. 前に踏み出す力 (アクション)
一歩前に踏み出し､ 失敗しても粘り強く取り組む力
() 主体性：物事に進んで取り組む力
() 働きかけ力：谷に働きかけ巻き込む力
() 実行力：目的を設定し確実に行動する力
２. 考え抜く力 (シンキング)
疑問を持ち､ 考え抜く力
() 課題発見力：現状を分析し目的や課題を明らかにする力
() 計画力：課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力
() 創造力：新しい価値を生み出す力
３. チームで働く力 (チームワーク)
多様な人々とともに､ 目標に向けて協力する力
() 発信力：自分の意見をわかりやすく伝える力
() 傾聴力：相手の意見を丁寧に聴く力
() 柔軟性：意見の違いや立場の違いを理解する力
() 状況把握力：自分と首位の人々や物事との関係性を理解する力
() 規律性：社会のルールや人との約束を守る力
() ストレスコントロール力：ストレスの発生源に対応する力
() 論拠とは
｢事実｣ から ｢意見｣ を導き出した理由をい
う｡ ｢論拠｣ は表面に出ていない､ つまり､ 常
識と考えられていて､ 敢えて取り上げられない
ことが多いので､ 導き出すのが難しいことも多
い｡ しかし､ 正しい ｢論拠｣ がなければ､ 正し
い論理として成立しない｡
３. 授業の内容
() 事前説明会
履修登録の前に行われる在学生オリエンテー
ション後に､ 受講希望者に対して授業概要と事
前課題について説明を行う｡ なお､ 受講できる
学生数は名と履修制限を設けていることから､
説明会の時点で履修者の調整を行うことがある｡
受講者は事前課題を第回目の授業時に提出
することになっている｡
() 第回 オリエンテーション
・クラス決定とグループ分け (～人×グ
ループ×クラス)
・グループでの役割分担決め
・授業の進め方及び評価方法の説明
・業界研究の方法
() 第回 文献を読む
・調査対象企業に関わる文献検索 (論文､ 書籍・
雑誌､ 	
)
・パワーポイントや発表原稿の作成についての
説明
() 第回 発表(各クラス)
・文献を使って､ 調査対象企業の優れている点
や特徴を発表する (最低分)
() 第回 教員からのプレゼンテーション
に学ぶ
・教員のプレゼンテーション
・質疑応答について (三角ロジックに沿った質
問をする)
・三角ロジックの学習
() 第回 立論の作成 ()
・三角ロジックの確認
・対立する企業の比較から論拠を探す
・論拠のために文献の再読､ 追加
() 第回 立論の作成 ()
・前回の続き
・目次 (パワーポイントの構成) の作成
() 第回 立論の作成 ()
・発表の準備
() 第回 発表(各クラス)
・発表を聞いて考える｡
①三角ロジックが成立しているか｡
②反論できるか｡
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事前課題
｢５つの業界, それぞれに最も売上げがいい
と思う企業をあげなさい｡
それらの企業の売上げに貢献している
と思われるポイントをつあげなさい｡｣
①衣料品 ②家電量販店 ③医薬品 ④カフェ
⑤飲食業
役割分担 (各役割の責任者を決めなさい)
①リーダー ②リサーチ ③立論
④発表原稿とパワーポイントの作成
⑤質疑応答 ⑥発表
業界研究
①対象業界の定義 ②主な企業と特徴
③業界規模 ④業界の現状・動向
(比較してみよう)
①自分たちの企業と対する企業を比較してみ
る｡
②自分たちの企業がより成長できる理由は何
かを考える｡
③その有利な点の論拠をさがす｡
(学生による相互評価)
() 第回 発表(各クラス)
・前回の続き
() 第回 討論シートの作成
・パワーポイントの加筆・修正
・論文の追検索 (事実・論拠)
・発表原稿の作成と練習
() 第回 討論 () クラス内での討論
・プレゼンテーション
①声の大きさ
②聴衆への配慮
③パワーポイントの構成
・内容
①論理性
②三角ロジック (事実・論拠・主張)
() 第回 討論 () クラス内での討論
・前回の続き
・クラス代表の決定
(	) 第回 レポートについて
・最終レポートについての説明
・クラス代表は構成を再検討
(
) 第	回 レポート執筆､ および､ 全体討
論の練習
・レポート執筆
・全体討論に備えた練習 (プレゼンテーション
と司会進行)
() 第
回 全体討論【公開】
・クラス代表による討論会
４. 授業の成果
１) 衣料品 ｢ファーストリテイリング｣ 対
｢しまむら｣
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(最終レポート)
１. 序論
１) 背景説明：定義, 議論する理由
２) 問題提起：論点 ｢今後､ ○○業界で成
長するのは＊＊だ｣
３) 方向付け：資料の取り扱い, 結論まで
の道筋
２. 本論
１) 具体例の紹介 (自分の立場の企業から)
２) 論題の考察
①事実の提示
②①に対する反論
③②に対する再反論と結論
３) 論題の掘り下げ：企業にとって論題は
どういうことか
３. 結論 (これまでのことをまとめて, 結論
を提示)
４. 参考文献
①
２) 飲食業 ｢王将フードサービス｣ 対 ｢サイ
ゼリヤ｣
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②
③
④
①
②
③
３) 医薬品 ｢大塚ホールディングス｣ 対 ｢武
田医薬品工業｣
４) カフェ ｢ドトールコーヒー｣ 対 ｢スター
バックスコーヒー｣
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④
①
②
③
④
①
５. まとめと今後の課題
総合演習(ディベート) は平成年度に開
講し､ 回目の年度を迎えた｡ その授業カリキュ
ラムやシステムは試行錯誤の途上にある｡ 今回
の授業報告は､ 概ね授業カリキュラムの方針が
定まったことから行った｡
今後の課題として､ ①他の教員との連携､ ②
受講学生への指導､ ③効果の検証のつが挙げ
られる｡
対象とする業界および企業は､ 規模がほぼ同
じ企業を有した業界で､ それらの企業の経営
戦略が異なること､ 今後の成長の可能性がある
ことを条件とする必要がある｡ 加えて､ 業界再
編成の不意な実施､ 社会変化のスピードが速い
ことなどへの対応も要求される｡ そのため､ 事
前準備の時点での専門科目の教員による助言が
不可欠であった｡ 今後は､ 近年の社会状況の変
化を考えると､ 授業の途中においても助言を受
けることは重要となってくるだろう｡ さらに､
全体討論を公開としていることから､ 複数の教
員による講評を充実させたいと考える｡
専門科目との接続のために､ 学生には専門科
目で学ぶ理論や仕組みを､ 論拠として活用でき
るように促すことが必要である｡ 多くの学生は
の情報のみで取り組もうとする傾向があ
る｡ そのため､ 論拠のための文献のリサーチ力
を高めることが課題となる｡ つまり､ 理論や仕
組みについての文献を取り寄せること､ 本学お
よび他大学の図書館を利用することができ､ そ
れをもとに立論することが望まれる｡ また､ 本
授業は最終的に討論を実践するため､ 質疑応答
に対する学生の質を向上させることも課題であ
る｡ この点が次年度に向けての最重要課題とい
える｡
石毛 (	) は初年次教育および
年次の各
科目で身につけていた力を総合的に発揮する場
として､ 年次教育を実践している｡ 初年次教
育で高校との接続的役割や大学に慣れること､
学生間の交流だけでなく､ コミュニケーション
能力の基礎を育てることで､ 年次教育ではそ
の発展から始めることができる｡ このとき習得
した力は年次の就職活動への準備､ 卒業後の
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②
③
④
社会における実践力とつながっていくことを見
越しているという｡ つまり､ なぜ今これを学ぶ
のか､ 次学年でどう役立つのか､ 卒業時にどう
あるべきかという学士課程全体を見据えた科目
のあり方を持つべきであるとしている｡ したがっ
て､ 本授業も各科目､ 他の学年との連携を念頭
に置くことが重要であるといえる｡
菊池 ()､ 石毛 () は ｢年次のス
ランプ (	


	)｣ という
問題を挙げている｡ 初年次教育の丁寧な指導や
サポートを経て､ 自立を迫られる大学年生に
見られる現象だという｡ 学習能力や専門分野に
ついての問題や不安､ 就職や社会へ出ること､
将来設計への不安などから年次の充実感が劣
る傾向にあると指摘している｡ それは､ 学習意
欲の低下や大学への関心の低下などから大学生
活全般におけるモチベーションを低くさせてい
ると考えられている｡ このような点においても､
年次教育の必要性が示唆されている｡
本授業が初年次教育及び教養教育と専門教育
との接続という目的を掲げていることから､ 本
授業の終了後の専門科目への取組み､ レポート
や卒業論文の作成に変化についての検証を必要
とするだろう｡ この点も今後の課題として挙げ
ておく｡ なお､ 学士力および社会人基礎力の効
果測定については､ 本稿とは別に報告する｡
以上､ 本稿では平成年度総合演習(ディ
ベート) について､ 反省と今後の課題を述べた｡
今後も､ 学生の求めるところ､ 学生が修得すべ
きことを模索しつつ､ よりよい授業を行うこと
に尽力するものである｡
６. 参考文献
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謝辞：総合演習(ディベート) の実施にあたっ
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